
（２）浸水深（高潮）×建築階数×防災施設（避難所等）
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付録－12 

 

浸水深（高潮）×建築階数×防災施設（避難所等） 

① 植木地区 

 

 

② 北部地区 

  



（２）浸水深（高潮）×建築階数×防災施設（避難所等）
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付録－12 

 

浸水深（高潮）×建築階数×防災施設（避難所等） 

① 植木地区 

 

 

② 北部地区 

  

 

付録－13 

 

浸水深（高潮）×建築階数×防災施設（避難所等） 

③ 八景水谷・清水亀井地区 

 

 

④ 楠・武蔵ヶ丘地区 

 



（２）浸水深（高潮）×建築階数×防災施設（避難所等）
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付録－14 

 

浸水深（高潮）×建築階数×防災施設（避難所等） 

⑤ 上熊本地区 

 

 

⑥ 子飼地区 

 



（２）浸水深（高潮）×建築階数×防災施設（避難所等）
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付録－14 

 

浸水深（高潮）×建築階数×防災施設（避難所等） 

⑤ 上熊本地区 

 

 

⑥ 子飼地区 

 

 

付録－15 

 

浸水深（高潮）×建築階数×防災施設（避難所等） 

⑦ 長嶺地区 

 

 

⑧ 水前寺・九品寺地区 

 



（２）浸水深（高潮）×建築階数×防災施設（避難所等）
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付録－16 

 

浸水深（高潮）×建築階数×防災施設（避難所等） 

⑨ 平成・南熊本地区 

 

 

⑩ 健軍地区 

 

⑨-1 良町、田井島、御幸笛田周辺 

■ 浸水深 0.5ｍ～3.0ｍの想定エリア

に平屋住宅が存在し垂直避難が困難 

■ 浸水深 3.0ｍ以上の想定エリアに２

階建て住宅が存在し垂直避難が困難 

■ 浸水想定区域外まで距離 500ｍ以上 

凡例 
■  垂直避難 
■  ⽔平避難 
■  避難所・ 
   備蓄倉庫の利⽤ 

浜線健康パーク 

■ 指定避難所である浜線健康パー

クで浸水深 0.5ｍ～3.0ｍの想定 

⑨-2 平成、江越、馬渡周辺 

■ 浸水深 0.5ｍ～3.0ｍの想定エリア

に平屋住宅が存在し垂直避難が困難 

田迎南小学校 

■ 指定避難所である田迎南小学校

で浸水深 0.5ｍ～3.0ｍの想定 

田迎西小学校 

■ 指定避難所である田迎西小学校周

辺で浸水深 0.5ｍ～3.0ｍの想定 

⑨-3 出仲間２丁目、出仲間５丁目、幸 

田１丁目周辺 

■ 浸水深 0.5ｍ～3.0ｍの想定エリア

に平屋住宅が存在し垂直避難が困難 



（２）浸水深（高潮）×建築階数×防災施設（避難所等）
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付録－16 

 

浸水深（高潮）×建築階数×防災施設（避難所等） 

⑨ 平成・南熊本地区 

 

 

⑩ 健軍地区 

 

⑨-1 良町、田井島、御幸笛田周辺 

■ 浸水深 0.5ｍ～3.0ｍの想定エリア

に平屋住宅が存在し垂直避難が困難 

■ 浸水深 3.0ｍ以上の想定エリアに２

階建て住宅が存在し垂直避難が困難 

■ 浸水想定区域外まで距離 500ｍ以上 

凡例 
■  垂直避難 
■  ⽔平避難 
■  避難所・ 
   備蓄倉庫の利⽤ 

浜線健康パーク 

■ 指定避難所である浜線健康パー

クで浸水深 0.5ｍ～3.0ｍの想定 

⑨-2 平成、江越、馬渡周辺 

■ 浸水深 0.5ｍ～3.0ｍの想定エリア

に平屋住宅が存在し垂直避難が困難 

田迎南小学校 

■ 指定避難所である田迎南小学校

で浸水深 0.5ｍ～3.0ｍの想定 

田迎西小学校 

■ 指定避難所である田迎西小学校周

辺で浸水深 0.5ｍ～3.0ｍの想定 

⑨-3 出仲間２丁目、出仲間５丁目、幸 

田１丁目周辺 

■ 浸水深 0.5ｍ～3.0ｍの想定エリア

に平屋住宅が存在し垂直避難が困難 

 

付録－17 

 

浸水深（高潮）×建築階数×防災施設（避難所等） 

⑪ 城山地区 

 

 

⑫ 刈草地区 

 

⑫-2 薄場、上ノ郷、島町、近見周辺 

■ 浸水深 0.5ｍ～3.0ｍの想定エリアに

平屋住宅が存在し垂直避難が困難 

■ 直近の指定避難所まで距離 500ｍ以上 

■ 浸水想定区域外まで距離 500ｍ以上 

⑫-1 刈草、日吉、合志周辺 

■ 浸水深 0.5ｍ～3.0ｍの想定エリアに平

屋住宅が存在し垂直避難が困難 

■ 浸水深 3.0ｍ以上の想定エリアに２階建

て住宅が存在し垂直避難が困難 

■ 浸水想定区域外まで距離 500ｍ以上 

力合小学校 

■ 指定避難所である力合小学校周

辺で浸水深 0.5ｍ～3.0ｍの想定 

⑪-5 蓮台寺２丁目、蓮台寺 

３丁目周辺 

■ 浸水深 0.5ｍ～3.0ｍの想

定エリアに平屋住宅が存

在し垂直避難が困難 

■ 高台まで距離 500ｍ以上 

■ 直近の指定避難所まで距

離 500ｍ以上  

⑪-4 八島、野中、新土河原、田崎、上代、 

蓮台寺周辺 

■ 浸水深 0.5ｍ～3.0ｍの想定エリアに平屋

住宅が存在し垂直避難が困難 

■ 浸水想定区域外まで距離 500ｍ以上 

⑪-1 城山下代、城山大塘、高橋町周辺 

⑪-2 上高橋１丁目周辺 

■ 浸水深 3.0ｍ以上の想定エリアに２

階建て住宅が存在し垂直避難が困難 

⑪-3 春日７丁目周辺 

■ 浸水深 0.5ｍ～3.0ｍの想定エリアに平

屋住宅が存在し垂直避難が困難 

■ 直近の指定避難所まで距離 500ｍ以上 

凡例 
■  垂直避難 
■  ⽔平避難 
■  避難所・ 
   備蓄倉庫の利⽤ 

凡例 
■  垂直避難 
■  ⽔平避難 
■  避難所・ 
   備蓄倉庫の利⽤ 

花陵中学校 

■ 指定避難所である花陵中学校

で浸水深 0.5ｍ～3.0ｍの想定 

白坪小学校 

■ 指定避難所である白

坪小学校で浸水深

0.5ｍ～3.0ｍの想定 

三和中学校 

■ 指定避難所である三

和中学校で浸水深

3.0ｍ～5.0ｍの想定 

高橋小学校 

■ 指定避難所である高橋小学校で

浸水深 3.0ｍ～5.0ｍの想定 

日吉小学校 

■ 指定避難所である日吉

小学校周辺で浸水深

0.5ｍ～3.0ｍの想定 

城山小学校 

■ 指定避難所である城山小学校で

浸水深 3.0ｍ～5.0ｍの想定 

力合中学校 

■ 指定避難所である力合中学校周

辺で浸水深 3.0ｍ～5.0ｍの想定 



（２）浸水深（高潮）×建築階数×防災施設（避難所等）
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付録－18 

 

浸水深（高潮）×建築階数×防災施設（避難所等） 

⑬ 川尻地区 

 

 

⑭ 富合地区 

 

アスパル富合（富合公民館） 

■ 指定避難所であるアスパル

富合（富合公民館）で浸水

深 3.0ｍ～5.0ｍの想定 

城南中学校  
■ 指定避難所である城南中学校

で浸水深 3.0ｍ～5.0ｍの想定 

川尻小学校  
■ 指定避難所である川尻小学校

で浸水深 3.0ｍ～5.0ｍの想定 

南部まちづくりセンター・公民館  
■ 指定避難所である南部まちづ

くりセンター・公民館で浸水

深 3.0ｍ～5.0ｍの想定 

凡例 
■  垂直避難 
■  ⽔平避難 
■  避難所・ 
   備蓄倉庫の利⽤ 

凡例 
■  垂直避難 
■  ⽔平避難 
■  避難所・ 
   備蓄倉庫の利⽤ 

⑬-1 川尻、八幡、南高江６丁目、南高

江７丁目、南高江８丁目、南高江９

丁目周辺 

■ 浸水深 3.0ｍ以上の想定エリアに２

階建て住宅が存在し垂直避難が困難 

■ 浸水想定区域まで距離 500ｍ以上 

雁回館  
■ 指定避難所である

雁回館で浸水深 3.0

ｍ～5.0ｍの想定 

⑭-1 富合町清藤・古閑・廻江・小岩瀬周辺 

■ 浸水深 3.0ｍ以上の想定エリアに２階建

て住宅が存在し垂直避難が困難 

■ 浸水想定区域外まで距離 500ｍ以上 

富合小学校  
■ 指定避難所である富

合小学校で浸水深 3.0

ｍ～5.0ｍの想定 



（２）浸水深（高潮）×建築階数×防災施設（避難所等）
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付録－18 

 

浸水深（高潮）×建築階数×防災施設（避難所等） 

⑬ 川尻地区 

 

 

⑭ 富合地区 

 

アスパル富合（富合公民館） 

■ 指定避難所であるアスパル

富合（富合公民館）で浸水

深 3.0ｍ～5.0ｍの想定 

城南中学校  
■ 指定避難所である城南中学校

で浸水深 3.0ｍ～5.0ｍの想定 

川尻小学校  
■ 指定避難所である川尻小学校

で浸水深 3.0ｍ～5.0ｍの想定 

南部まちづくりセンター・公民館  
■ 指定避難所である南部まちづ

くりセンター・公民館で浸水

深 3.0ｍ～5.0ｍの想定 

凡例 
■  垂直避難 
■  ⽔平避難 
■  避難所・ 
   備蓄倉庫の利⽤ 

凡例 
■  垂直避難 
■  ⽔平避難 
■  避難所・ 
   備蓄倉庫の利⽤ 

⑬-1 川尻、八幡、南高江６丁目、南高

江７丁目、南高江８丁目、南高江９

丁目周辺 

■ 浸水深 3.0ｍ以上の想定エリアに２

階建て住宅が存在し垂直避難が困難 

■ 浸水想定区域まで距離 500ｍ以上 

雁回館  
■ 指定避難所である

雁回館で浸水深 3.0

ｍ～5.0ｍの想定 

⑭-1 富合町清藤・古閑・廻江・小岩瀬周辺 

■ 浸水深 3.0ｍ以上の想定エリアに２階建

て住宅が存在し垂直避難が困難 

■ 浸水想定区域外まで距離 500ｍ以上 

富合小学校  
■ 指定避難所である富

合小学校で浸水深 3.0

ｍ～5.0ｍの想定 

 

付録－19 

 

浸水深（高潮）×建築階数×防災施設（避難所等） 

⑮ 城南地区 

 

 

⑯ 中心市街地地区 

 

⑯-1 春日７丁目周辺 

■ 浸水深 0.5ｍ～3.0ｍの想定エリアに

平屋住宅が存在し垂直避難が困難 

■ 直近の指定避難所まで距離 500ｍ以上 

⑯-2 二本木３丁目、二本木４丁目、二 

本木５丁目周辺 

■ 浸水深 0.5ｍ～3.0ｍの想定エリア

に平屋住宅が存在し垂直避難が困難 

■ 浸水想定区域外まで距離 500ｍ以上 

古町小学校 

■ 指定避難所である古町小学校

で浸水深 0.5ｍ～3.0ｍの想定 

凡例 
■  垂直避難 
■  ⽔平避難 
■  避難所・ 
   備蓄倉庫の利⽤ 

凡例 
■  垂直避難 
■  ⽔平避難 
■  避難所・ 
   備蓄倉庫の利⽤ 

⑮-1 城南町宮地、城南町下宮地周辺 

■ 浸水深 0.5ｍ～3.0ｍの想定エリアに

平屋住宅が存在し垂直避難が困難 


